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土壌微生物群集制御による土壌病害抑止力誘導技術の開発 
 
１ 中核機関・研究総括者 

（独）農業・生物系特定産業技術研究機構 北海道農業研究センター 
横山和成 

 
２ 研究期間 

2005～2007 年度（3 年間） 
 
３ 研究目的 

農業における環境保全と食の安全安心という、国民共通の利益を確保しつ

つ、農業生産の安定化を図るため、土壌燻蒸剤などの化学農薬によらず、作

物生産土壌（土着微生物）本来が有する発病抑止力を誘導し病害抑制を行う

技術を開発する。 
 
４ 研究内容及び実施体制 
① 発病抑止土壌の構造解明（北農研、岐阜県中山間農業技術研究所、新潟

県農業総合研究所） 
各地に存在する発病抑止型土壌の微生物群集構造の解析を行う。 

② 土壌の微生物性の簡易診断法の確立（石川県農業総合研究センター、㈱

サカタのタネ、岐阜県中山間農業技術研究所、新潟県農業総合研究所） 
簡易型土壌微生物性診断システムバイオセンサーを実用化する。 

③ 病原微生物の選択的低減方法の確立（新潟県農業総合研究所、石川県農

業総合研究センター、岐阜県中山間農業技術研究所） 
各地に存在する問題農地の一般微生物性を損なわないように病原微生

物を選択的に低減する。 
④ 土壌微生物の選択的増加と多様化方法の確立（新潟県農業総合研究所、

石川県農業総合研究センター） 
各地に存在する問題農地の微生物性を改善する。 

⑤ 土壌病害抑止技術の組み立て（長野県中信農業試験場、新潟県農業総合

研究所、石川県農業総合研究センター、岐阜県中山間農業技術研究所） 
各産地における作物の連作障害抑止効果を判定する。 

    
５ 目標とする成果 

土壌微生物群集の多様性、健全性に配慮した管理により、連絡生涯を未然

に防ぎ、また適切に改善する技術を開発する。これにより我が国の野菜産地

の安定持続的生産体制確立に資する。 
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優良品種

土壌消毒が出来ない
と生産基盤が瓦解する

栽培技術

美味しい

安価

きれい

安全安心安全安心

安定供給

土壌消毒によって支えられる大産地の現実：環境に厳しく不安定な基盤

推定減収：～90％
土壌物理化学性診断実績：
8000万円/2万件（長野県）

共同組合・ベンチャー企業
等による土壌診断と環境
改善コンサル産業の創出

改善効果：最大30%
70億円

診断需要：2.4億円（長野県）

2005年＝未来型産業誕生の年
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新たな土壌生物性新たな土壌生物性
改善資材の開発改善資材の開発

消費者と生産者
との連携による
商品力のアップ

世界最大の土壌生物性
診断用データベース運用

短期多地点実証

早期の全国事業化
速やかな速やかな
情報発信情報発信

手法の標準化・知的財産化

先端技術集約型未来産業基地としての安定化する産地イメージ

無消毒区

連作障害で
収穫皆無 土壌消毒区

無消毒でも
安定生産

連作障害
抑止力誘導

発想と戦略の
大転換

今まで これから


